
2012年6月28日(木) 16:00～17:30  
 

研究講義棟2階 大講義室227室  

お問い合わせ: 国際日本研究センター 

東京外国語大学府中キャンパス 
◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ西武多摩川線「多磨」 駅下車徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）  
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分  「東京外国語大学前」下車 

T E L : 0 4 2 - 3 3 0 - 5 7 9 4   メール： i n f o - i c j s @ t u f s . a c . j p 

講演者: 田中ゆかり氏   
      （日本大学教授） 
1964年生まれ。神奈川県生育。早稲田大学第一文学部卒業後、新聞社に
約３年勤務。その後、早稲田大学大学院文学研究科修士課程に入学。同
研究科修士課程、博士後期課程修了。日本学術振興会特別研究員(PD)、
静岡県立大学国際関係学部専任講師などを経て、日本大学文理学部教授。
博士(文学)。主な著書に『首都圏における言語動態の研究』（笠間書院）、
『「方言コスプレ」の時代―ニセ関西弁から龍馬語まで―』（岩波書店）  

関西人でもないのに「なんでやねん」、土佐人でもないのに「やるぜよ！」 
――こんな「ヴァーチャル方言」を用いたことばのコスプレを「方言コスプレ」
と呼ぶ。一見、単なることば遊びにみえるこの言語行動の背景には、現代日本語
社会のさまざまな問題が潜んでいる。各種調査データなどから「方言コスプレ」
とは何かみていく。 
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